



















空間 分 散 性の媒質(誘電率のk依存性が無視できない媒質)に入射した一作周波数の光は共
鳴領域 で は 2 つ (以上 )の伝播モード(ポラ リ トン)で,結晶中を進む ｡ こ の ためにマクスウ
ェル の 2 つ の境界条件の他に付加的な境界条 件 (AdditionalBoundaryC o n d ition,ABC)が必要
とな る O この間題をCuClのZ3励起子領域 の 2つの光学的性質を題材 と し て理論的に考察し
た ｡





































大 西 照 人
2種類の物質を,膜状に交互に積み重ねて作った人工周期をもつ層状物質は"人工格子〝と
呼ばれ,新しい物性発現の可能性を秘めた新物質として注目されている｡我々は超高真空蒸着
法で合成した(京大 ･化研 ),固溶系 bccFe-bccV,非固溶系bccFe-hcpMgの各種人工
格子につき,結晶学的立場からX線回折によりそれらの構造を研究した｡
()
どちらの場合も人工周期 (20≦A≦45A)に対応した小角域散乱が明瞭に観測され,良好な
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